
右
萌
門
町
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
以
悼
超
え

一

カ
チ
ヨ
コ
メ
告
横
目

前
川
正
自
の
世
巴
に
御

一

カ
ツ
イ
内
密
草

加
担
の

E
工
o
t恥
川
引
か
戸

た

。

告

鋪
円
の
職
が
見
え
る
。

比
の
後
綱
紀
の
施
主
年
間

一
ら
天
正
ま
で
数
人
あ
る
が
不
則
。
そ
の
芳
正
凶
止
る

亘

カ
ヂ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ

鍛
冶
八
幡
枇

↓

ヤ

ス
エ

に
引
っ
て
は
附
め
て
川
h
か
で
あ
る
が
、

m挺
の
み

十
は
出
主
守
勝
山
ふ
と
切
る
o
次
に
白
州
礼
肪
家
州
内
H
H
十
三

ジ

ン

ジ

ヤ

安

打

訓

枇

。

で

性

的

は

知

ら

れ

な

い

。

v

大
和
=
一
年
一

-月
H
八
日
そ

一
七
年
-
一月古門

H
、
又
は
担
州
全
滞
日
際
限
勝
家
防
長

カ
ヂ
ハ
ラ
サ
ダ
エ
ウ
梶
原
左
太
夫

大
明
寺
械
の

eM列
荷
小
則
的
次
と
し
、
役
科
二
人
扶
持
と
定
め

一
+
七
年
八
月
昔
日
な
ど
L

切
。
、
寛
永
頃
な
る
は
賀

士
。
前
川
利
直
に
仕

へ
た
が
、
後
に
僻
し
て
約
制
と
ら
れ
た
0

・」
の
出
に
前
つ
て
は
姓
名
も
断
然
と

L
E
↑
州
位
陣
原
勝
一
哉
作
と
切
る
。
こ
L

に
於
い
て
勝
涼
系

縦
し
、
槍
術
札
町
教
授
し
た
。
そ
の
槍
術
は
医
知
椛
と

一
ゐ
ろ
。
父
別
に
御
拠
小
仲
村
附
御
歩
柿
円
と
い
ふ
の
が

一
は
一
旦
隊
総
す
る
が
、
抗
十
年
荷
終
た
後
、
伊
抽出大

風
間
日
前
と
か
ら
出
た
も
の
で
、
自
ら
山
町
駅
械
と
都
し

一
あ
旬
、
前
川
利
治
の
附
に
制
作
兵
制
、
征
伐
・
天
和

一
銭
儒
肪
凶
の
二
子
に
松
戸
混
入
郎
と

い
ふ
が
あ
っ

た。

一
の
引
に
浅
川山部
出
友
品
川
門
怨
が
之
キ
ー
勤
め
、
引
の
頃

一
て
、
加
州
仙
陀
縦
尼
儲
勝
家
文
は
加
鴎
金
府
住
附
腕

力
チ
ホ
ロ
シ
ユ
ウ
歩
母
衣
衆

1
v
ホ
ロ
カ
チ

-
M
に
役
料
出
入
扶
持
拡
阿
は
っ
た
。
以
後
一
法
制
し
、

一
家
と
切
っ
た
o
元
殺
到
年
六
月
十
七
日
即
日
。
文
ご
代

母
衣
歩
。

一
手
保
八
年
五
月
什
六
日
出
口
出
左
衛
門
・
市
眼
目
T

左

一
時
制
闘
の
二
男
で
あ
っ
た
松
戸
七
郎
は
、
叔
父
在
八
郎

カ
ヂ
マ
チ

鍛
冶
町

役
相
仰
の
町
取
引

o
m-同国
間叫
に

一
術
門
・渡
辺
新
在
術
門
・
的
爪
源
右
衛
門
・
松
本
蕊
兵

一
肪
家
の
後
奇
襲
い
で
、加
州
住
橘
勝
家
と
切
っ
た
が
、

銀
治
聞
い
は
も
と
出
品
紅
鮫
u

同
町
と
呼
ん
だ
が
、
今
は
安

¥
術
・山山
町
北
安
削
門
・
山
森
抽
出
太
夫
・
深
谷
林
右
衛
門

一
亭
保
米
年
務
一
中
と
殴
め
、
叩H
M
m
土
平
四
月
四
円
七

江
の
ご
宇
宇
一省
い
た
と
あ
る
。
も
と
は
安
江
の
村
地

-
八
人
之
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
父
別
に
倒
脈
所
御
歩
杭
日

一
十
二
訟
で
制
限
し
た
。

で
あ
っ
た
か
ら
、
安
江
木
町
と
同
じ
〈
安
江
鍛
治
町

一
二
人
が
あ
っ
て
、
御
伶
料
一
一
人
技
持
者
ヘ
焚
け
た
o
元

一

カ
ツ
オ
ウ
h
F
ツ
ゼ
ン
活
翁
逢
蒔

金

m
w盟
問

と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
滞
初
以
来
こ
L
に
鍛
冶

一
般
の
初
叫
山
崎
市
布
術
門
・波
法
似
七
が
勤
め
た
が
一

一
氏
側
寺
什
七
代
の
住
持
。
中
自
は
野
州
、
文
化
九
年

カ
チ
コ
ガ
シ
ラ
歩
小
一
眼

前
品
治
二
年
限
め
て
御

一
臓
の
者
の
山山地寸

VM
は
っ
た
鈎
に
起
っ
た
川
れ
で
あ

-
時
止
み
、
山
川
背
徳
附
代
に
は
不
戦
治
郎
右
術
門

・
一
十
H
n
結
巾
怨
江
村
自
得
寺
か
ら
制
住
し
、
天
保
四
年

歩
脅
宿
泊
へ
ら
れ
た
時
、
上
限
勘
兵
衛
-
M

皿
屋
孫
右
一
る
。

-
古
川
叩
明
太
夫
が
勤
め
、
削
川
出
間
以
時
代
に
は
空
白
な

一
十
月
J
I
八
日
泌
化
し
た
。

山川川
・杭
江
牢
左
衛
門
・
凶
川
十
郎
兵
衛
・
城
戸
七
左

一

カ
ヂ
ヤ

鍛
冶
屋

以
前
川
阿
山
郷
に
凶
す
る
協

〈
‘
前
川

m
m時
代
に
む
代
M
T
左
衛
門
・
竹
内
一
士
山

一

カ
ツ
キ
ウ
ヂ

勝
木
氏

鈴
仙東
限
附
。
腕
木
氏
家

術
門
の
流
布
に
御
歩
小
一
肌
そ
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
初
め

一
一

柄

。

共

衡

が

犯

役

と

な

り

、

前

川
抗
数
時
代
に
刈
H
M
m
四
年

一
辺
脱
出
川
太
夫
は
後
一
脱
…
凱
来
の
門
に
円
山
び
、
前
川
一判長

で
あ
ら
う
o
叉
延
期
以
三
年
に
は
出
口
謝
助
に
、
五
年

一

カ
チ
ユ
ウ

家
中

滞
侠
斑
鴎
の
土
へ
組
僻
し
て

-
四
月
七
日U
川

川

主

語
門・

脇
山
作
太
夫
が
泥
酔
臼
と

一
の
時
京
都
よ
り
下
っ
て
宰
仰
に
住
し
、
職
五
十
川
川
を

三
月
什
一
泊
日
矢
部
七
兵
衛
・本
一
時
宅
右
衛
門
・原
際
兵

一
家
巾
と
い
号
た
o
奥
力
・御
歩
・足
慌
の
如
き
附
叫
酬
は

一
な
っ
て
以
来
辿
紛
し
、
平
和
三
年
か
ら
は
定
加
入
一

一
受
け
た
。
一
-
附
掛
川
太
夫
氏
鼠
耐
宮
、
見
氷
十
七
内
命

術
・坂
升
勘
七
郎
・小
限
所
左
衛
門

-m際
四
郎
兵
衛
・
一
節
義
の
場
合
に
於
い
て
矢
張
。
家
巾
の
盟
「
い
巾
に
含

一
入札町
民刊
し
ニ
O

一
に
よ
っ
て
小
松
に
移
ー
り
、
翌
四
元
年
一
般
し
た
。
そ
の

大
村
H
m
右
衛
門
の
七
併
に
仰
付
け
ら
れ、

各
知
行
百

一
ま
れ
る
。
父
別
に
滞
士
中
家
政
=
一千
石
川以

上

主

?

一

カ
和
ヨ
判
事
守
歩
奥
力

御
一町
方
に
邸
し
、
御
歩

一
子
三
代
出
兵
術
氏
政
は
元
総
八
年
に
裂
し
、
凶
代
前

石
光
売
協
は
っ
た
。
こ
の
時
城
戸
は
組
外
に
斡
じ
た

一
る
者
は
、
自
邸
以
外
に
各
若
干
の
刷
所
青
山
師
よ
h
受

一
の
上
で
、
三
十
山
山
六
人
扶
持
止
符
交
け
、
品川刑制
hm
左
術

一
兵
衛
氏
政
は
苧
保
五
年
に
捜
し
た
。
凶
代
民
政
に
、

の
で
、
抗
戦
の
も
の
は
十
二
人
と
な
り
、
航
一
人
に

一
け
、
之
そ
下
民
政
と
熔
し
て
間
織
の
住
所
に
日
て
、

一
川
純
子
中
左
衛
門
・
似
川
山
一
郎
な
ど
が
勤
め
た
と
同

一
市
兵
術
民
政
・山
附
右
術
門
氏
自
・武
兵
衛
氏
長
の
三

小
則
二
人
光
背
邸
せ
ら
れ
、
以
来
約
と
な
っ
て
永
約

一
川
闘
に
外

m
E公
君
、
問
門
荷
役
け
、
自
ら
一
以
界

一
都
品
披
問
符
に
見
え
ろ
。
文
夫
利
中
山
本
源
助
が
御

一
子
が
あ
っ
て
、
H
N
子
が
一
古
代
と
な
り
、
什
午
保
+
出
年

し
た
。

一
新
成
し
た
が
、
之
吟

4
家
巾
と
い
う
た
。
本
多
の
家

一
沙
奥
田刀
の
名
門
け
で
御
山
助
役
dvdM
め
た
と
も
い
↓
。
町

一
部附
の
御
山
刷
工
円
に
怒
問
せ
ら
れ
て
、
氏

主

字

と
改

カ
チ
コ
ガ
シ
ラ
ナ

Z

歩
小
頭
並

御
歩
小
断
飢

一
巾・
長
の
家
巾
の
顕
で
あ
る
。
こ
れ
は
削
除
の
士
の

一
永
中
ま
で
御
歩
山
県
均
は
あ
っ
た
が
‘
そ
の
後
断
絶
し

一
め
、
明
和
六
年
に
却
し
た
。
六
代
の
茜
抑
制
氏
政
は
明

は
一
語
三
年
九
月
晦
日
牧
又
七
郎
・
利
角
兵
助
一
附
人

一
家
爽
瑞
怖
か
ら
見
れ
ば

mmuの
向
日
す
ろ
閉
じ
あ
っ

一
た。

一
利
七
年
に
家
主
事
百
、
七
代
の
武
右
術
門
氏
政

J
八

里
民
町
奇
担判明
し
て
あ
る
。

宅

カ

ヂ

カ

ハ

鑓

冶

川

随
品
川
地
良
川
鮪
の
気
谷
か

一
ら
能
川

L
、
同
簡
で
濁
川
に
沼
A
H

小
。
続
料
一
六
坑

O

一
米
市
。

一

カ
デ
カ
ハ
鍛
冶
川

鳳
京
消
宇
出
法
と
宇
関
口
津

山
分
と
の
入
A
H
領
か
ら
抗
出

L
、
字
出
総
領
で
裕
に

注
ぐ
。
統
科
一
粁
六
前
。

カ
ヂ
カ
ハ
ヤ
ザ
エ
モ
ン
鵠
川
煽
左
衛

門

院

長

巾
前
出
利
市
に
行
へ
、
大
坂
役
に
は
使
番
と
な
っ
て

z

従
軍
、
そ
の
後
役
に
は
制
鋭
を
受
け
た
。
揃
左
術
門

元
利
覧
永
の
削
七
百
石
を
領
し
た
が
、
才
気
栄
に

努
で
、
品
開
漸
〈
増
し
て
二
千
石
と
な
り
、
究
永
十
六

年
大
町
町
寺
侠
前

m利
治
に
回
せ
し
め
ら
れ
た
。
そ
の

子
敏
郎
の
千
石
荷
受
け
た
こ
と
は
泊
限
二
年
大
明
寺

絡
の
士
帳
に
見
え
る
が
、
前
後
の
系
は
明
ら
か
で
な

、。L
 

鋸
弁

縄
井
絹

ー
カ
ガ
ギ
ヌ

カ
ツ
キ
ウ
ヂ

勝
木
氏

銭
的
思
限
附
。
勝
木
氏
永

カ
ヂ
ヰ
キ
ヌ

カ
チ
l

カ
ツ

一
七
五


